
国民文学作家アブドゥラ・フサインが紡ぐマレーシアとスマトラの縁
西芳実（京都大学東南アジア地域研究研究所准教授）

　2025年９月、インドネシアで開催されたムスリム世
界映画祭でマレーシア映画『イマーム（Imam）』が上映
された。この映画の原作はマレーシアの国民的作家ア
ブドゥラ・フサインによる同名の小説である。
　彼はスマトラ島アチェ出身の父を持ち、クダ州で生
まれ育った。アジア太平洋戦争の始まりとともにスマ
トラに渡り、日本軍占領期とインドネシア独立戦争期
をスマトラで過ごした後、マレーシアに戻って作家と
しての地位を確立した。彼の人生はマレーシアとスマ
トラ（インドネシア）を往還する軌跡である。
　映画『イマーム』の主人公は、1963年にサラワクと
インドネシアの国境地帯での戦闘に参加した元兵士で
ある。負傷して村に戻ってきた彼はイマームになり、
村の改革に取り組もうとする。村人たちが彼を支持す
る一方で、古くからの指導層や既得権を持つ人々の反
発は強まっていく。その中には、村外の人たちを動員
して礼拝の会衆を増やし、別のイマームを立てること
で主人公の影響力を相対化しようとする動きもあっ
た。
　信仰の問題でありながら、同時に「村の政治」とし
ての力のぶつかり合いでもあった。主人公は対立をあ
おるような姿勢を取らず、波風を立てずに物事を進め
ようとするが、その思いは届かず、ついに命を奪われ
る。

　この作品はイマームとは何かを改めて問いかける。
イマームとは、モスク（イスラム教礼拝所）での集団
礼拝の際に信者の前に立って祈りを導く存在であると
同時に、日々の振る舞いにおいて他者の模範となるこ
とが求められる人物である。「前に立つ」「上に立つ」
とは、権限や決定権を持つことの前に、まず自らの姿
勢や行動によって人々を導こうとすることではないか
と問うている。
　インドネシアでの上映会には、アブドゥラ・フサイ
ンの妻と共に、故サヌシ・ジュニド元農業大臣・元ク
ダ州首相の妻がマレーシアからのゲストとして招かれ
た。サヌシ・ジュニドの妻は1950年代にアチェでイス
ラム改革運動を行って後にインドネシア政府から反乱
者とされたダウド・ブルエの孫であり、マレーシアと
スマトラ（アチェ）をつなぐ歴史の縁が確かめられた。
　マレーシアとアチェの間には古くから人の移動があ
った。ペナン州やクダ州にはアチェに由来する集落や
モスクが今も存在する。国民的映画監督のＰ．ラムリ
ーのように、マレーシアにはアチェ系として知られる
著名人もいる。アブドゥラ・フサインもそうした系譜
の中にいる一人である。
　マレーシアに暮らしていると、「マレーシアはマレー
シア、インドネシアはインドネシア」と分けて考えて
しまいがちである。しかし、文学や映画、人々の記憶
をたどっていくと、マレーシアとインドネシア、とり
わけマレーシアとスマトラの間には海峡を越えてつな
がる時間が静かに息づいている。
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